
 
 厚労省は８月５日に、OTC 類似薬の 1/4 追加負担となる対

象範囲の案をとりまとめました。

される見通しです。 

 特に、ステロイド外用薬については、急性増悪時の短期使

用が中心であることから、慢性・再発性疾患に使用していた

としても追加負担の対象とされました。 
 また、皮膚保湿剤・皮膚保護剤・角化症治療剤についても、

アトピー性皮膚炎以外の皮膚疾患に使用する場合は、追加負

担の対象とされました。（一部重症者に対する経過措置あり） 

 長期にわたっての医学的管理が必要な慢性疾患であっても追加負担の対象とされたことで、診

療への影響が強く危惧されています。日本皮膚科学会も「ステロイド外用薬は治療の根幹となる

薬剤であり、（中略）別途の負担を求めない取扱いとすべき」と要望しています。 
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結構です。 

 


